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調
布
市
の
北
西
部
か
ら
南
東
部
に
か
け
て

大
き
く
う
ね
る
よ
う
に
連
な
る
、
国
分
寺
崖

線
の
樹
林
は
、
調
布
市
の
緑
の
い
わ
ば
背
骨

で
す
。
こ
の
樹
林
の
近
く
に
は
川
や
用
水
路
、

農
地（
畑
と
水
田
）、屋
敷
林
、寺
社
林
が
あ
り
、

そ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て
、
武
蔵
野
の
里
山

を
し
の
ば
せ
る
景
観
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
緑
と
水
が
お
り
な
す
環
境
は
、
多
様

な
生
き
も
の
の
生
息
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
市
民
意
識
調
査
（
平
成
26
年
）
で

は
「
豊
か
な
自
然
が
あ
る
」
が
、「
調
布
の
ま

ち
の
魅
力
や
個
性
・
特
色
」
の
第
２
位
で
す
。

多
く
の
市
民
が

崖
線
を
含
む
、

調
布
の
緑
を
大

切
に
思
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

調
布
市
で
も
、

こ
の
緑
を
ま
も

る
様
々
な
施
策

を
実
行
し
て
き

ま
し
た
。
例
え

ば
「
緑
の
基
本

計
画
」（
平
成
23
年
改
定
）
の
基
本
方
針
１
で

は
「
調
布
市
ら
し
い
多
様
な
緑
を
ま
も
り
、
活

用
す
る
」
を
掲
げ
、
将
来
目
標
３
で
「
武
蔵
野

の
面
影
を
感
じ
さ
せ
る
樹
林
地
や
農
地
を
可
能

な
限
り
次
世
代
に
継
承
し
ま
す
」
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
緑
の
基
本
計
画
」
の
将
来
目
標
６

で
は
「
市
民
と
事
業
者
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

緑
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
が
あ
げ
ら
れ
、
実

際
に
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
市
が
合
意

書
を
交
わ
し
て
、
崖
線
樹
林
地
保
全
活
動
協
働

事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

   

近
年
に
な
い
大
き
な
変
化

　

こ
ん
な
ふ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
が
打
た
れ

て
き
た
の
で
す
が
、
最
近
、
崖
線
の
近
く
を
含

む
市
内
各
所
で
、
こ
れ
ま
で
「
緑
」
の
重
要
な

要
素
に
な
っ
て
き
た
農
地（
生
産
緑
地
）が
次
々

と
売
り
に
出
さ
れ
、
宅
地
開
発
が
始
ま
っ
て
い

る
と
い
う
話
し
を
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
例
と
し
て
、
東
部
地
区
の
崖
線
緑
地
で
は
、

隣
接
す
る
生
産
緑
地
（
こ
れ
ま
で
は
ひ
と
続
き

の
森
）
で
相
続
を
機
に
宅
地
開
発
が
行
わ
れ
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
市
と
の
協
働
で
保

全
作
業
を
進
め
て
き
た
緑
地
の
一
部
（
借
地

だ
っ
た
）
も
開
発
の
対
象
に
な
る
と
い
っ
た
事

態
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
緑
地
で
は
、
保
全

団
体
や
「
ち
ょ
う
ふ
環
境
市
民
会
議
」
が
協
力

し
て
つ
く
っ
た
保
全
管
理
計
画
に
基
い
て
保
全

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
開
発
に
よ
っ
て

緑
地
が
大
き
く
影
響
を
受
け
る
た
め
、
計
画
の

見
直
し
も
必
要
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
都
市
化
の
な
か
で
農
地
を
守
っ
て

こ
ら
れ
た
世
代
が
亡
く
な
ら
れ
、
東
京
周
辺
へ

の
人
口
集
中
現
象
や
経
済
政
策
も
関
係
し
て
、

近
年
に
な
い
、
大
き
な
変
化
が
調
布
市
の
「
緑
」

を
め
ぐ
っ
て
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

同
じ
東
部
地
区
で
も
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
中
央
研
修
セ

    

⎵
⎖
⎛
ჷ
⎽
⎒
⍷⍤

崖
線
の
緑
を
ま
も
る
た
め
に

      

で
き
る
こ
と東部地区の国分寺崖線を西側から見る。崖線樹林と野川の間に農地がある

が、ここでも宅地開発が進んでいる。

環
境
資
源
保
全
・
活
用
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た

深
大
寺
・
佐
須
地
域

野 

川

カニ山

都立農業高校
神代農場

柏野小学校

（ｃ google)

ｃ google

野  川

至  仙川

ン
タ
の
崖
線
樹
林
が
調
布
市
に
寄

付
さ
れ
、
緑
地
の
公
有
地
化
が
進

ん
だ
と
い
う
朗
報
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
そ
の
緑
地
の
保
全
に
は
、

行
政
任
せ
で
は
な
い
、
市
民
や
事

業
者
の
自
主
的
な
協
力
の
拡
大
が

必
要
で
す
。

   
こ
れ
か
ら
で
き
る
こ
と

　

こ
の
よ
う
な
最
近
の
動
き
を
受

け
て
、「
緑
」
を
ま
も
る
た
め
の
、

も
っ
と
有
効
な
制
度
や
具
体
的
施

策
が
必
要
で
は
な
い
か
、
と
い
う

隣
の
元
生
産
緑
地
で
宅
地
開
発

が
行
わ
れ
て
い
る
崖
線
緑
地

意
見
を
聞
く
事
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
何
を

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

調
布
市
で
は
近
年
、
特
定
の
地
域
を
対
象

に
し
た
「
深
大
寺
・
佐
須
地
域
環
境
資
源
保
全
・

活
用
基
本
計
画
」（
平
成
26
年
）
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
都
市
緑
地
法
に
基
づ
く
、
か

な
り
強
力
な
制
度
で
あ
る
特
別
緑
地
保
全
地

区
の
指
定
が
、
仙
川
崖
線
緑
地
な
ど
３
ヵ
所

で
実
現
し
ま
し
た
。
目
を
お
隣
の
世
田
谷
区

に
転
じ
る
と
、
国
分
寺
崖
線
保
全
整
備
条
例

が
あ
っ
て
、
崖
線
の
緑
の
「
保
全
と
創
出
」

策
が
手
厚
く
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
も
な
く
開
催
さ
れ
る
第
９
回
環
境
活
動

交
流
会
で
は
、
こ
の
テ
ー
マ
に
ぴ
っ
た
り
の

学
習
会
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ご
一
緒
に
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。（
編
集
部
）　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
頁
に
関
連
記
事
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戸部英貞（絵・文）

ホタルブクロ（蛍袋）
キキョウ科

花の履歴書 44　
日
本
列
島
は
南
北
に
長
く
、
南
の
沖
縄
諸

島
が
梅
雨
入
り
し
頃
、
北
の
北
海
道
で
は
、

エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
ヤ
が
咲
き
、
春
が
訪
れ
る
。

こ
の
頃
、
列
島
中
央
の
関
東
は
春
の
花
も
終

わ
り
、
新
緑
の
初
夏
を
迎
え
、
水
辺
を
彩
る

カ
キ
ツ
バ
タ
や
エ
ゴ
の
花
が
咲
き
、
田
植
え

が
始
ま
る
。

　
農
作
業
が
終
わ
っ
て
夕
暮
れ
が
迫
る
頃
、

植
え
た
ば
か
り
の
稲
田
の
上
の
あ
ち
こ
ち
に

小
さ
な
光
跡
が
流
れ
る
。
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

だ
！
　
と
っ
さ
に
手
に
し
て
い
た
上
着
で
払

落
し
、
畦
道
に
咲
い
て
い
る
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ

の
花
が
ホ
タ
ル
篭
と
な
る
。
少
し
出
来
す
ぎ

た
話
だ
が
、
こ
の
花
の
名
の
語
源
だ
。

　
残
念
な
が
ら
こ
ん
な
経
験
は
な
か
っ
た

が
、
一
度
は
体
験
し
て
み
た
い
と
憧
れ
て
い

た
折
、
多
摩
丘
陵
の
山
間
に
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

が
発
生
す
る
場
所
が
あ
る
と
誘
わ
れ
出
か
け

た
。
谷
合
の
小
さ
な
田
の
畦
を
歩
く
と
、
あ

ち
こ
ち
に
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
が
咲
い
て
い
た
。

長
年
の
夢
が
実
現
す
る
か
も
と
期
待
し
数
本

の
花
を
摘
み
、
進
む
と
、
や
が
て
田
は
な
く

な
り
、
道
は
雑
木
林
の
中
へ
と
入
っ
て
行
っ

た
。
林
の
中
は
落
ち
葉
の
積
も
っ
た
湿
っ
た

場
所
で
、
水
の
流
れ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
本

当
に
ホ
タ
ル
に
出
会
え
る
の
か
不
安
な
気
持

ち
で
、
手
に
し
た
花
を
水
辺
に
挿
し
、
ホ
タ

ル
の
飛
ぶ
夕
暮
れ
を
待
っ
た
。

　
あ
た
り
が
暗
く
な
っ
た
頃
、
林
の
中
に
点

滅
光
が
見
え
、
ホ
タ
ル
か
と
胸
を
躍
ら
せ
た

が
、
ど
れ
も
月
明
か
り
が
風
に
揺
れ
る
若
葉

の
反
射
で
、
期
待
す
る
ホ
タ
ル
は
現
れ
ず
、

諦
め
か
か
っ
た
こ
ろ
、
頭
上
に
ゆ
っ
く
り
と

点
滅
す
る
光
が
流
れ
た
。
待
ち
に
待
っ
た
ホ

タ
ル
の
出
現
に
歓
声
を
上
げ
、
足
元
の
悪
さ

も
顧
み
ず
田
の
あ
た
り
ま
で
追
っ
て
く
る

と
、
か
な
り
の
数
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
ゆ
っ

く
り
と
光
を
点
滅
さ
せ
な
が
ら
飛
び
交
っ
て

い
た
。

　
早
速
一
匹
を
と
ら
え
、
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
の

花
に
入
れ
、
夜
空
に
掲
げ
て
み
た
。
花
弁
を

通
し
た
ホ
タ
ル
の
点
滅
の
度
に
輪
郭
が
は
っ

き
り
見
え
、
ひ
と
時
の
幻
想
的
な
世
界
を
楽

し
ん
だ
。

▼
調
布
市
内
の
雑
木
林
で
も
、
所
々
で
ホ
タ
ル
ブ

ク
ロ
が
咲
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
野
草
園
の
ホ
タ

ル
は
飛
ん
で
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
　(

編
集
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Camupanula punctata

　
団
地
の
建
物
の
北
側
に
初
夏
に

な
る
と
毎
年
咲
く
白
い
ち
い
さ
な

花
、
ず
っ
と
「
ほ
か
で
は
見
な
い

な
、
な
ん
と
い
う
名
前
な
ん
だ
ろ

う
な
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
「
調
布
の
自
然
だ
よ
り
」

の
若
葉
の
森
の
記
事
に
サ
サ
バ
ギ

ン
ラ
ン
の
写
真
が
で
て
い
て
、
調

べ
て
み
た
ら
で
「
ギ
ン
ラ
ン
」
だ

と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
一
本
だ
け
し
か
咲
か
な
い
年
も

調布あちこち
染地の多摩川団地

あ
り
、
数
本
咲
く
と
き
も
。
団
地

な
の
で
一
斉
清
掃
で
抜
か
れ
て
し

ま
っ
て
が
っ
か
り
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
年
は
な
ん
と
10

本
以
上
も
咲
き
ま
し
た
。(

水
野
）

▼
里
山
に
咲
く
代
表
的
な
野
生
の
蘭
。

近
年
個
体
数
が
極
度
に
減
っ
た
よ
う
で

す
が
、
団
地
の
空
き
地
に
何
故
か
こ
の

蘭
に
ふ
さ
わ
し
い
菌
根
菌
が
あ
る
よ
う

で
す
。（
編
集
子
）

第 9回 環境活動交流会
学 習 会
「緑環境を守るために私達にできること」

＊国分寺崖線の緑地保全について
　～世田谷区の事例から学ぶ～
     講師：世田谷区みどりと水政策担当部
　　　みどり政策課　岩崎係長

＊調布市の緑施策の現状報告　
　緑と公園課　代田課長

６月 17 日（土）午後２ 時～ ４ 時
　　　　　　　　（受付：午後１ 時 30 分～）
                           たづくり２Ｆ 北ギャラリー

　

現
在
開
発
が
進
む
調
布
駅
前
広
場
で
す
が
、
１
９
８
５
年
、

広
場
に
植
栽
さ
れ
て
い
た
ク
ス
ノ
キ
の
周
り
に
イ
ス
と
テ
ー

ブ
ル
が
設
置
さ
れ
た
と
き
の
よ
う
す
で
す
。
「
く
す
の
き
サ
ロ

ン
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

ク
ス
ノ
キ
は
ご
存
知
の
よ
う
に
暖
か
い
地
方
の
樹
で
成
長

が
早
く
、
こ
ん
も
り
と
し
た
木
陰
を
作
る
常
緑
樹
で
す
。

　

武
蔵
野
の
樹
木
で
な
い
の
は
残
念
で
す
が
樟
脳
の
元
に
な

る
木
と
し
て
も
知
ら
れ
、
病
害
虫
に
強
く
公
害
に
も
強
い
と

い
う
街
路
樹
に
的
し
た
樹
木
で
す
。

　

こ
の
写
真
の
20
年
ほ
ど
前

(

１
９
６
５
年
）
に
は
噴
水
も
作

ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
広
々
と
し
た
広
場
の
真
ん
中
に
噴

水
が
あ
り
、
樹
木
の
数
は
今
よ
り
ず
っ
と
少
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

老
朽
化
な
ど
の
理
由
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
噴
水
も
い
つ
の

ま
に
か
撤
去
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

街
中
に
も
自
然
の
う
る
お
い

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

デ
ザ
イ
ン 

象
設
計
集
団

写
真
：
像
設
計
集
団
ホ
ー
ム

　
　
　
ペ
ー
ジ
よ
り

　
　

現
在
工
事
が
進

む
駅
前
広
場
も
ぜ
ひ

と
も
水
と
緑
に
あ
ふ

れ
た
う
る
お
い
の
あ

る
駅
前
に
し
た
い
で

す

ね
。　
　
　
　

（
Ｎ



凸
凹
森
の
会

凸
凹
森
の
会
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ちょうふの崖線樹林を守る

若
葉
の
森
３・１
会

４
月
８
日
（
土
）
雨　

参
加
者
５
名

　

雨
の
た
め
、
た
づ
く
り
み
ん
な
の
広
場
で
話

し
合
い
。
お
知
ら
せ
が
遅
か
っ
た
た
め
か
、
5

名
の
み
の
出
席
だ
っ
た
。

　

今
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
の
こ
と
や
会
員
を
ふ
や

す
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
が
有
効
か
な
ど

意
見
交
換
。(

鍛
治
）

サネカズラの実安全祈願

４
月
２
日
（
日
）
晴
れ　

 

参
加
者
９
名

５
月
７
日
（
日
）
晴
れ　

参
加
者
９
名

５
月
21
日
（
土
）
晴
れ　

参
加
者
８
名

４
月
16
日(

日)

晴
れ　

参
加
者
13
名

　

今
年
の
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
は
お
休
み
で
す
。

毎
年
沢
山
掘
っ
た
の
で
竹
林
の
休
養
で
す
。

そ
れ
で
も
新
メ
ン
バ
ー
が
入
っ
て
く
れ
て
、
凸

凹
森
の
活
動
を
楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
育
て

て
い
た
シ
イ
タ
ケ
と
フ
キ
と
ノ
ビ
ル
が
お
土
産
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
原
）　

２
月
25
日
（
日
）
晴
れ　

 

参
加
者
９
名

ま
た
も
や
増
え
て
き
た
シ
ュ
ロ
の
伐
採
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
後
は
お
土
産
に
ふ
き
の
と
う

や
セ
イ
ヨ
ウ
カ
ラ
シ
ナ
を
摘
み
ま
し
た
。

３
月
12
日
（
日
）
晴
れ　

 

参
加
者
８
名

　

特
別
活
動
で
、
三
鷹
の
「
星
と
森
と
絵
本
の

家
」
の
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
文
化
財
の
建
物

が
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
、
敷
地

内
の
保
全
の
様
子
な
ど
を
学
ん
で
来
ま
し
た
。

剪
定
枝
が
ク
ラ
フ
ト
の
材
料
と
し
て
生
か
さ
れ

て
い
た
り
、
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

４
月
23
日
（
日
）
晴
れ　

 

参
加
者
11
名

　5月、まっすぐな綺麗な青竹が伸びて
来ています。これらを残し整理しながら
美しい竹林を育てていくのが目標です。

＊
前
記
は
４
号
自
然
だ
よ
り
に
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た

　

分
の
掲
載
で
す
。

５
月
13
日
（
土
）
雨　

参
加
者
７
名

　

　

前
半
は
第
１
緑
地
で
コ
ン
ポ
ス
ト
柵
補
修
と

第
１
・
第
２
緑
地
間
通
路
落
葉
か
き
。
全
体
に

ゴ
ミ
拾
い
。
後
半
は
第
２
緑
地
の
キ
ン
ラ
ン
・

ギ
ン
ラ
ン
育
成
地
の
保
護
柵
を
、
伐
採
竹
、
杭
・

ロ
ー
プ
で
整
備
。
な
お
、
採
集
禁
止
看
板
「
と

ら
な
い
で
。
移
植
で
き
ま
せ
ん
」
を
後
日
開
花

時
に
設
置
。

　

今
年
も
キ
ン
ラ
ン
・
ギ
ン
ラ
ン
の
植
生
調
査
。

昨
年
を
上
回
る
213
株
を
確
認
。
第
１
緑
地
で
は
、

ギ
ン
ラ
ン
が
一
昨
年
並
み
に
咲
い
た
。
キ
ン
ラ

ン
も
初
め
て
確
認
。
第
２
緑
地
は
キ
ン
ラ
ン
の

お
花
畑
。
保
護
柵
の
外
の
株
は
個
別
に
囲
い
保

護
。
第
２
緑
地
の
シ
ュ
ロ
・
ア
オ
キ
を
伐
採
。

六
別
坂
と
緑
地
内
通
路
の
落
葉
掻
き
。

★
第
１
緑
地
の
一
部(
借
地)

と
隣
地
で
進
む
宅

地
開
発
で
多
数
の
樹
木
伐
採
の
危
機
。(

Ｎ
Ｏ
Ｋ)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山桜見納め？竹製保護柵

4/2 キンラン芽生え8日後21 日後ギンラン ←←

　

新
し
い
参
加
者
１
人
と
久
し
ぶ
り
の
メ
ン

バ
ー
も
加
わ
っ
て
林
内
巡
回
後
、
全
員
で
方
形

枠
調
査
４
か
所
と
シ
ャ
ガ
の
広
場
の
植
生
調
査

を
行
っ
た
。
ニ
リ
ン
ソ
ウ
の
他
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ

を
初
め
て
見
た
人
に
は
驚
き
だ
っ
た
よ
う
す
。

　

全
体
で
21
種
の
花
、
植
生
調
査
で
は
シ
ャ
ガ

の
広
場
45
種
、
雑
木
林
広
場
39
種
と
多
様
性
が

確
認
で
き
た
。
プ
チ
違
い
は
ベ
ニ
シ
ダ
・
フ
モ

ト
シ
ダ
・
イ
ノ
デ
な
ど
胞
子
嚢
の
違
い
で
同
定
。

午
後
か
ら
は
２
丁
目
樹
林
地
の
観
察
会
を
行
っ

た
。

　

真
夏
日
。
全
員
で
雑
木
林
広
場
の
笹
刈
り
を

行
っ
た
。
毎
年
刈
っ
て
い
る
せ
い
か
柔
ら
か
く

刈
り
易
か
っ
た
。
入
口
の
シ
ラ
カ
シ
に
初
め
て

カ
ラ
ス
の
巣
を
確
認
、
準
備
体
操
を
し
て
い
る

私
た
ち
を
威
嚇
し
て
い
た
。

　

一
ヶ
月
の
間
に
林
内
は
葉
が
生
い
茂
り
暗
く

な
っ
て
い
た
が
、
ガ
マ
ズ
ミ
・
エ
ゴ
ノ
キ
・
カ
キ
、

ド
ク
ダ
ミ
・
フ
ユ
サ
ン
ゴ
・
ト
キ
ワ
ツ
ユ
ク
サ

な
ど
の
花
を
確
認
し
た
。(

安
部
）

ニリンソウ

ウラシマソウ

ベニシダやフモトシダ
の小さな違いを観察

ガマズミ

カキ

ササ刈り風景

　

作
業
中
止
に
し
て
も
お
か
し
く
な
い
位
の
雨

だ
が
、当
日
市
役
所
前
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
ア

ー
ス
デ
イ
」
で
実
施
す
る
「
竹
コ
ッ
プ
作
り
」

の
た
め
に
竹
の
伐
り
出
し
を
行
う
。
滑
り
や
す

い
斜
面
に
注
意
し
な
が
ら
２
本
を
伐
り
出
し
運

び
や
す
い
よ
う
に
断
裁
処
理
を
す
る
。

　

そ
の
後
、
東
樹
林
か
ら
ど
ん
ぐ
り
の
森
ま
で

巡
回
点
検
。
ス
イ
カ
ズ
ラ
や
ガ
マ
ズ
ミ
の
白
い

花
が
森
の
中
で
目
立
っ
て
い
る
。
ヤ
マ
ユ
リ
は

ま
だ
ま
だ
幼
い
た
め
、
次
回
の
作
業
時
に
囲
い

を
す
る
事
を
確
認
。
ど
ん
ぐ
り
の
森
で
は
昨
年

移
植
し
た
ケ
ン
ポ
ナ
シ
が
４
ｍ
近
く
に
ま
で
成

長
し
て
い
る
事
に
ビ
ッ
ク
リ
。
午
後
は
市
役
所

前
に
移
動
し
て
「
竹
コ
ッ
プ
作
り
」
イ
ベ
ン
ト

手
伝
い
。

（
中
原
）

大きくなったケンポナシ
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原
則
毎
月
第
３
日
曜
に
樹
林
の
保
全
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
者
は

直
接
入
間
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
。

●
6
／
18 （
日
）9:30

〜12:30

●
7
／
15 （
土
）9:30

〜12:30

毎
月
第
２
土
曜
に
自
然
広
場
で
保
全
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
者
は

野
草
園
横
に
直
接
集
合
。

●
6
／
10
（
土
）10:00

〜15:00

●
7
／
8
（
土
）10:00

〜15:00
※

原
則
、
奇
数
月
は
３
時
ま
で
で
す
が

状
況
で
時
間
変
更
が
あ
り
ま
す
。

原
則
毎
月
第
２
日
曜
に
若
葉
町
３
丁
目

第
３
緑
地
で
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
直
接
現
地
へ
。

●
6
／
11
（
日
）9:30

〜12:00

●
7
／
9
（
日
）9:30

〜12:00

先
の
５
団
体
の
保
全
活
動
問
合
せ
は

緑
と
公
園
課　
　
　
　
　
　
　
　

へ

  

入
間
・
樹
林
の
会

若
葉
緑
地
の
会

若
葉
の
森
３
・
１
会

原
則
毎
月
第
１
日
曜
に
若
葉
町
３
丁
目

第
１
・
２
緑
地
で
保
全
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
直
接
現
地
へ
。

●
6
／
4
（
日
）9:30

〜12:00

●
7
／
2
（
日
）9:30

〜12:00

◆この自然だよりは ちょうふ環境市民会議ホームページにも掲載、バックナンバーもご覧になれます。◆

 

カ
ニ
山
の
会

042-481-7083

“自然だより”の置き場所を募集中です。

凸
凹
森
の
会

原
則
毎
月
第
４
日
曜
に
上
石
原
布
田
崖

線
緑
地
で
保
全
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

●
6
／
25
（
日
）9:30

〜11:30

●
7
／
16
（
日
）9:30

〜11:30

●
7
／
23
（
日
）9:30

〜13:00

　

流
し
そ
う
め
ん
＆
ス
イ
カ
割
り

環境市民活動スケジュール

チ
ョ
ウ
好
き
の
観
察
記
　
そ
の
⑥

衛
藤　

譲
二

　

い
ま
入
間
町
２
丁
目
緑
地
は
、
新
し
い
命

で
溢
れ
て
い
ま
す
。
虫
達
を
驚
か
さ
せ
な
い

よ
う 

ゆ
っ
く
り
散
策
し
て
い
る
と
、
黒
色
の

ア
ゲ
ハ
が 

灌
木
か
ら
舞
い
上
が
り 

す
ぐ
そ

ば
の
笹
の
葉
に
止
ま
り
ま
し
た
。
赤
い
お
腹

と
長
い
尾
状
突
起
、
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
で
す
。

灌
木
で
休
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
驚
か
さ
せ

な
い
よ
う
ソ
ロ
リ
ソ
ロ
リ
と
近
づ
き
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。

　

緑
地
の
西
側
斜
面
の
一
部
は
、
隣
接
す
る

マ
ン
シ
ョ
ン
建
築
に
よ
り
灌
木
と
竹
が
切
り

払
わ
れ
盛
り
土
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
こ
の
盛

り
土
に 

ハ
ル
ジ
ョ
オ
ン
が 

咲
き
乱
れ
ま
し

た
。
嬉
し
い
や
ら
悲
し
い
や
ら
。

　

嬉
し
い
の
は
、
昆
虫
の
吸
蜜
場
に
変
化
し

た
事
で
す
。
蝶
、
蜂
や
甲
虫
が
盛
ん
に
飛
び

回
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
は
３
頭

同
時
に
確
認
で
き
ま
し
た
。　

　

悲
し
い
事
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
側
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
が
良
く
な
っ
た
事
で
す
。
子
供
の
日

に
二
組
の
親
子
が
採
集
ネ
ッ
ト
を
持
っ
て
蝶

を
追
い
な
が
ら
難
な
く
緑
地
に
入
っ
て
来
ま

し
た
。
子
供
達
は
ネ
ッ
ト
を
振
り
回
す
う
ち

に
上
手
に
な
り
「
ク
ロ
ア
ゲ
ハ
を
捕
ま
え
た

よ
」
と
歓
声
が
聞
こ
え
ま
す
。「
あ
っ
！
や

ら
れ
た
か
」
と
気
が
気
で
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

子
供
の
成
長
に
は
昆
虫
採
集
は
必
要
だ
と

思
い
樹
林
内
で
や
り
過
ご
す
て
い
る
と
、
盛

り
土
か
ら
ま
た
歓
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
我
慢

で
き
な
く
な
り
「
ど
ん
な
蝶
を
捕
っ
た
の
？
」

と
採
集
カ
ゴ
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
、
キ
タ
キ
チ
ョ
ウ
、
ツ
マ

グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
親

子
に
、
黒
い
蝶
は
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
で
あ
る

事
、
こ
こ
で
毎
年
蝶
の
カ
ウ
ン
ト
を
し
て
い

る
事
、 

蝶
を
標
本
に
し
た
ら
来
年
は
見
ら
れ

な
い
か
も
し
れ
な
い
し 
蝶
も
人
間
と
同
じ
く

懸
命
に
生
き
て
い
る
事
を
説
明
し
て
「
良
く

観
察
し
た
ら
逃
が
し
て
ね
」
と
言
っ
て
お
き

ま
し
た
。

　

親
子
は
、
緑
地
で
遊
ん
だ
あ
と 

帰
り
が
け

に 

蝶
を
リ
リ
ー
ス
し
て
く
れ
ま
し
た
。
一
安

心
で
す
。
一
人
が
一
匹
だ
け
と
採
集
し
た
ら

10
人
で
10
匹
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

緑
地
を
昆
虫
の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
尚
、
５
月
４
日
の
時
点
で
、

キ
ン
ラ
ン
は
104
株
ギ
ン
ラ
ン
は
74
株
だ
っ
た

事
報
告
し
ま
す
。

ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ

ジャコウアゲハ
真上からと
横から

雑木林ボランティア講座16 名出席

5 月 20 日 ( 土）

　

今
年
度
第
１
回
目
の
雑
木
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

講
師
は
地
元
の
歴
史
に
造
詣

が
深
く
、
造
園
デ
ザ
イ
ン
と
い

う
仕
事
が
ら
緑
地
に
も
詳
し
い

小
林
冬
樹
氏
。

　

例
年
通
り
ま
ず
は
雑
木
林
の

成
り
立
ち
。
調
布
で
農
業
を
な

り
わ
い
と
し
て
い
る
人
た
ち
が

ど
の
よ
う
に
雑
木
林
の
恵
み
を

享
受
し
、
手
入
れ
を
行
っ
て
き

た
の
か
、
そ
の
お
陰
で
現
在
の

樹
林
地
が
守
ら
れ
残
さ
れ
て
き

た
の
か
な
ど
の
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。

佐須ふれあいの家～野川～田んぼ～カニ山

ų

午
後
は
強
い
陽
ざ
し
で
し
た
が

町
中
と
は
違
っ
た
気
持
ち
の
良
い

田
ん
ぼ
や
野
川
、
そ
し
て
カ
ニ
山

の
中
を
歩
い
て
現
状
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。(

講
座
ス
タ
ッ
フ
）

佐須用水を観察中、
「野川で獲れた」という
大きなモクズガニを持っている子に遭遇。
事実ならびっくりです。

講座スタッフでもある田ん
ぼの学校の尾辻氏から調布
の米づくりについて説明を
受ける。「ここで 1 年作業
すれば米作りができるよう
になりますよ」

カニ山の樹林を観察。
シデやクヌギ・コナラが多
い。この木が根本から何本
にも分かれているのはマキ
などにするため 10 ～ 15 年
ごとに伐採していた名残で
す。


